
第２号議案 

２０２５年度事業計画及び予算決定の件 

 

＜こ の議案で決める こ と ＞ 

【 １ 】 豊橋創造大学生協が大切にする こ と （ 基本指針と 事業の基本方針） を 記載し ま す。  

【 ２ 】 上記の【 １ 】 にも と づいて、 2 0 2 5 年度に生協が行う こ と （ 事業計画） と 、 運営する ため

の予算を 決定し ま す。  

※ 本議案について、本旨に反しない範囲での字句の修正を理事会に一任します。 

 

 

【 １ 】 豊橋創造大学生活協同組合（ 生協） が大切にする こ と  

（ 生協創立総会（ 2 0 2 3 年 1 0 月 2 5 日） にて事業計画と し て決定）  

 

１ ． 基本指針 

（ １ ） 豊橋創造大学の理念と 目的に沿っ て事業活動（ 食堂・ 購買等） を 行い、 大学の福利厚

生の充実に貢献し ま す。  

（ ２ ） 組合員（ 学生・ 教職員） の勉学・ 教育・ 研究機能を 支える 商品・ サービ ス ・ 情報の提

供や提案を 行いま す。  

（ ３ ） 大学生活と 日常生活の文化的経済的向上を 図る ための商品・ サービ ス ・ 情報・ 企画の

提供や提案を 行い、 学びと 活気に溢れる 豊かな生活の創造に貢献し ま す。  

（ ４ ） 組合員の総意に基づく 運営を 原則と し 、 東海地区や全国の大学生協と 協力・ 連帯し て

よ り 高いレ ベルの福利厚生事業を 目指し ま す。  

 

２ ． 事業の基本方針 

（ １ ） 食堂事業 

１ ） 豊かな学びのために、 大学生協食堂で組合員の食生活を 支えま す。  

２ ） おいし く 、 温かい食事の提供で、 多く の組合員に利用し ていただける 食堂を 目指 

し ま す。  

３ ） 選択可能なカフ ェ テリ ア方式を 採用し ま す。 おかずと ご 飯にも う １ 品の副菜を 提

案し 、 バラ ン ス の良い食事を 自分で選びと る こ と のでき る 食環境を 作り ま す。  

４ ） 組み合わせて食べる こ と のでき る「 食べ合わせ提案」、 栄養価を 考えながら 食事を

と っ ていただける 「 栄養バラ ン ス 提案」 など 、 組合員の健康に対する 関心を 高め

る 活動に取り 組みま す。  

５ ） 楽し みを も っ て毎日利用し ていただける よ う 「 ご 当地フ ェ ア（ 東北、 九州・ 沖縄

等）」 や「 ス タ ミ ナ・ ス パイ ス フ ェ ア」 など の企画を 実施し ま す。  

６ ） 健康的な大学生活が送れる よ う 、 法令順守はも ちろ ん、 独自の添加物基準など を

設け、 安心・ 安全な食材の使用を 行いま す。  
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７ ） 年２ 回、 自主基準での衛生チェ ッ ク を 行い、 食堂での衛生管理を 徹底し ま す。  

８ ） 食堂の定期券「 食堂パス 」 を 販売し ま す。 食費がき ちんと 確保さ れ、 財布の中身

を 気にする こ と 無く 食事ができ る サービ ス を 提供し ま す。 毎日利用すればお得に

食堂を 利用する こ と ができ ま す。  

９ ） 組合員の要望を 運営に反映する ために、 組合員から の声を 広く 集める 「 ひと こ と

カード 」 を 実施し ま す。  

1 0 ） 語ら いの場、 憩いの場にふさ わし い雰囲気づく り を 追及し ま す。 楽し く 食事を し

ていただき 、 大学内での組合員の居場所と し ま す。  

（ ２ ） 購買事業（ 書籍を 含む）  

１ ） 生協の取り 扱う 様々な還元・ サービ ス を 通じ て、 学生・ 教職員の「 大学生活」 や

「 学修・ 研究」 を 支えま す。  

２ ） 教科書は、 8 % のポイ ン ト 還元を 行い、 組合員のメ リ ッ ト を 広げま す。  

３ ） 注文書籍については 5 % のポイ ン ト 還元を 行いま す。  

４ ） 店舗では、 コ ン ビ ニエン ス 商品を 中心に販売し 、 その他の商品は、 企画セールや

カタ ロ グ販売で組合員の要望に応えま す。  

５ ） 新学期には、 豊橋創造大学生に必要なパソ コ ン を 選定し 、 販売を 行いま す。 ま た

パソ コ ン の販売だけでなく 、 パソ コ ン のス キルを 学べる 講座も 合わせて提案し ま

す。ま た iPa d  のユーザーや担当の教員から ヒ アリ ン グを 行い、iPa d  活用講座の

必要性・ 可能性を 追求し ま す。  

６ ） 生協が販売し たパソ コ ン の修理受付を おこ ない、 メ ーカーによ る メ ン テナン ス 会

を 年一回実施し ま す。  

７ ） 実習着や聴診器等の医療教材の共同購入を 行いま す。  

８ ） 自動車学校の入校相談会を 定期的に開催し 、 店舗で入校申込を 受付し ま す。  

９ ） 学内での卒業式レ ン タ ル袴の展示予約会の開催や他大学生協と の合同展示会の開

催（ 名古屋）、 予約者に対し ての卒業衣装の当日貸出、 着付け、 記念写真撮影等を

行いま す。  

1 0 ） 教職員の研究に必要な機器や備品、 書籍など 生協を 通じ て手配いたし ま す。 店舗

の営業時間外でも 商品のお問い合わせ・ ご 注文がウ ェ ブサイ ト から 手軽にでき る

「 校費 Web 見積サービ ス 」 がご利用いただけま す。  

1 1 ） 住ま いの斡旋事業 ニッ ショ ーやミ ニミ ニなど の提携店へのご 案内。 一人暮ら し

用品（ 家具・ 家電等） のカタ ロ グ販売など を 行いま す。  

（ ３ ） 共済事業 

１ ） 生協出資金の払い込みと 合わせて「 CO･OP 学生総合共済」 のご 案内を 行いま す。

知ら なかっ たこ と で、 共済に加入する 前に病気やケガになっ てし ま う こ と を 減ら

し ま す。  

２ ） 新入学生に対し て入学準備説明会を 開催し 、 安全・ 安心で充実し た大学生活のベ

ース と し て、 生協・ 共済加入、 食堂パス 、 電子マネーの初回チャ ージを 一体的に

ご 案内し ま す。  

３ ）「 CO･OP 学生総合共済」 の加入者と なる こ と で、 卒業後に「 新社会人コ ース 」 に

継続し て加入ができ る ので、 生協加入と 合わせてそのご 案内を 行いま す。  
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【 ２ 】 2 0 2 5 年度の事業運営計画 

 

１ ． 事業系の重点施策 

 

（ １ ） 経営面で、 損益について事業剰余段階での収支均衡を 目指し ま す。  

（ ２ )  と り わけ「 大学と 共に作り 上げる 福利厚生の強化」 を 図る べく 、「 食事業の組合員ご利用

増によ る お役立ち」・「 自動車学校入校者数増によ る お役立ち」 を 、事業課題の重点と し て

事業計画を 作成し て執行を すすめま す。   

（ ３ )  総務経理系の業務や作業の標準化およ び適正化を 進め、日常的な運営を パート ス タ ッ フ で

行える 仕組みづく り と 執行を すすめま す。   

（ ４ ） 具体的な損益数値の目標と し て、2 0 2 5 年度損益予算において、供給高を 1 億2 ,6 0 0 万円、

経費の元手と なる 事業総剰余金（ 供給剰余＋手数料収入） 2 ,3 0 0 万円、事業剰余▲1 0 0 万

円を 指標と し ま す。  

 

２ ． 本年度（ 2 0 2 5 年度） 事業計画の概要 

（ １ ） 組合員へ知ら せる 活動と 、 組合員の声を 聴く 活動と を 、 引き 続き 行いま す。  

１ ）「 声カード 」 への回答ス ピ ード を 速めま す。 でき る だけ丁寧にお答えし ま す。  

２ ） 生協ホーム ページ・ 生協一斉配信メ ール・ 食堂設置のサイ ネージなど で、 それぞ

れの特色に合わせた効果的な提案方法を 検討し 、 タ イ ミ ン グにあっ た広報活動を

行いま す。 利用増によ る 黒字運営で正規職員常駐の継続を 図る こ と で、 LINE ・ Ｘ

など の開設を 検討し ま す。  

３ ） 生協ホーム ページで、 食堂のメ ニュ ー表示を 行い、 それを 知ら せる 活動を 継続し

ま す。  

４ ）「 保護者に聞く 新入生アン ケート 」「 学生生活実態調査」「 卒業生向けアン ケート 」

を 、 前年度に引き 続き 行いま す。  

５ ） 新入生向け提案を 先輩の声に基づいて行う ための「 Ｉ Ｃ Ｔ 教育についてのアン ケ

ート 」 を 前年度に引き 続き 行いま す。  

 

（ ２ ） 学内の組合員になっ ていただく ための取り 組みを 強化し ま す。  

１ ）「 みんなで入り 、 みんなで使い、 みんなの声で運営する 」 生協運営を 図り ま す。  

２ ） 新入学生の組合員加入を 促進し 、 2 0 2 4 年度の実績値9 7 .5 ％（ 入学者2 4 0 人のう

ち2 3 4 人が生協加入） を 踏ま え、 生協加入率（ 入学者比） 1 0 0 ％（ 全員生協に加

入） を 目指し ま す。  

３ ） 大学教員・ 大学職員の生協組合員加入を 促進し ま す。  

 

（ ３ ）「 生協の諸活動への組合員参加」 や「 組合員によ る 運営」 を 大切にし た事業経営を 図り

ま す。  

１ ） 生協学生委員会の組織化に取り 組みま す。 生協に関わる 活動が、 キャ ン パス コ ミ

ュ ニティ を 作る き っ かけになっ たり 、 要望を 実現でき る と いう 実感を 持てる よ う

な場になっ たり する こ と を 意識し 、 よ り 多く の組合員の参加を 目指し ま す。  
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２ ） 自転車事故防止のための提案活動（ 無料自転車点検） を 前年度に引き 続き 開催し

ま す。  

 

（ ４ ） 大学を はじ め、 大学生協間およ び地域生協と の協力・ 協同を 進めま す。  

１ ） 組合員の母体である 豊橋創造大学・ 豊橋創造大学短期大学部の事務局各部課と の

連携を 引き 続き 強化し ま す。 経営面で許す限り 、 さ ま ざま なご 要望に応えら れる

よ う 尽力し ま す。  

２ ） 生協理事会の構成メ ン バーは、 大学教員・ 大学事務局職員・ 学生組合員・ 生協職

員と し 、 理事会で生協に関する 報告を 行う こ と で、 豊橋創造大学と 当生協と の連

携強化を 図り ま す。  

３ ） 大学生協間（ 東海地域の大学生協およ び全国の大学生協） での連帯と 協同を 進め

ま す。  

 

（ ５ ） 効率的な食堂運営・ 店舗運営を 行う と と も に、組合員利用の維持およ び拡大を 図り ま す。  

① 食堂を 中心と し た、 キャ ン パス 内での食の生協利用率（ シェ ア） 向上を 図り ま す。  

１ 日 1 6 0 人の利用（ 2 0 2 4 年と 比較し て＋約 4 0 人） への利用増を 図り ま す。  

１ ） 2 0 2 5 年度食堂パス 申込者 1 0 0 人を 目指し ま す。  

２ ） 「 食堂パス 」 を 、 新入学時の申込者数増加を 図る ほか、 2 0 2 4 年度に利用いただい

た方への継続案内発送と 、 大学・ 短大２ 年次や大学３ 年次での新規申し 込みを 促

す案内を 発送し ま す。  

 

   ② 自動車学校に生協を 通じ て入校する 方の増加を 図り ま す。年間 1 2 0 人を 目指し ま す。  

１ ） 新入生向けに「 高校卒業時から 大学入学し て６ 月ま でに入校する こ と で安心かつ

お得に通える 」 の告知強化に加え、 学部別で生協での申込率が高く ない学科の方

へのＤ Ｍ発送での取得呼びかけを 行いま す。  

 

③ 主に新入学生向けのパソ コ ン 購入者増と パソ コ ン 活用講座の申込者増加を 図り ま す。  

１ ） 新入学生向けパソ コ ン は、 2 0 2 5 年度に 8 5 台、 2 0 2 6 年度に 1 0 0 台の利用を 図

り ま す。  

２ ） 大学の仕様にあっ ていて保障が充実し た安心でき る パソ コ ン ・ パソ コ ン の大学生

なら ではの使い方を 学べる 講座・ ノ ート の代わり にタ ブレ ッ ト （ iPa d） を 用いた

ノ ート が取れる よ う な講座の提案を 行いま す。  

 

④ 総務経理系の業務や作業の標準化およ び適正化を 進め、 日常的な運営を パート ス タ ッ

フ で行える 仕組みづく り と 執行を すすめま す。 経費を 適切に執行する よ う 努めま す。  

１ ） パート ス タ ッ フ の適切な労働時間のコ ン ト ロ ールや、 日常の商品管理を 適切に行

いま す。  

 

⑤ 上記を 具体化する ために、 年間行事計画表を 作成し て執行を 進めま す。  
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 ３ ． 具体的な施策 

（ １ ） 食堂 

１ ） 食事業の基本である「 食品衛生」「 Ｑ Ｓ Ｃ Ａ 」 を 、 ある べき 姿で標準化を 目指し ま

す。  

２ ） 毎日利用いただける ための提供メ ニュ ー編成を 図り ま す。  

３ ）「 １ ℃でも 熱く ・ 冷たく 」「 ピ ーク 時に必要以上にお待たせし ない」「 気持ちがよ い

お迎え挨拶」 を 行い、 それを 継続し ま す。  

４ ） 食材仕入れ価格高騰のため、経営努力では吸収し き れない分について、 2 0 2 5 年３

月に、 食事の提供価格の改定を 行いま す。  

（ ２ ） 自動車学校 

１ ） 入校者数年間 1 2 0 人を 目標と し ま す。  

２ ） パン フ レ ッ ト 発行時期ご と に、 生協でお申込みいただいていない方へのパン フ レ

ッ ト Ｄ Ｍ発送を 計画的に行いま す。  

３ ） ４ 月・ ５ 月・ 1 0 月に、豊橋市内の自動車学校３ 校と 連携を 図り 、購買 S HOP S OZO

店内での相談会開催を 計画し ま す。  

   （ ３ ） 新入学生向けパソ コ ン  

１ ） 1 0 0 台を 目標と し ま す。  

２ ） 大学が定める 推奨仕様に合致し たノ ート パソ コ ン を 、 大学生協と し ての付加価値

（ ①４ 年間保証（ 誤っ て壊し てし ま っ ても 、 自然に壊れてし ま っ ても 修理でき て

安心）、 ②大学生なら ではのレ ポート の作成方法がわかる パソ コ ン 活用講座、 ③新

し い学び方への対応（ 紙のノ ート から タ ブレ ッ ト 端末へ）） を 加えて、 わかり やす

く 提案し ま す。  

（ ４ ） 食べ物・ 飲み物 

１ ） 前年度に引き 続き 、 菓子食品類・ 日配品（ おにぎり ・ 弁当・ サン ド イ ッ チ・ 菓子

パン 類）・ 飲料類・ アイ ス 類の利用者数増（ 来店者数増） を 図り ま す。  

２ ） と り わけ、 おにぎり ・ 弁当は「 昼ピ ーク 時に人気商品を 切ら さ ない」 仕入れを 行

う と と も に、 廃棄ロ ス コ ン ト ロ ールも 行いま す。  

（ ５ ） 教科書販売 

１ ） 春学期・ 秋学期それぞれの開講時期に、 大学教務課から 提供いただいたリ ス ト に

基づき 、 学科学年ご と に、 必修科目教科書と 選択科目教科書の販売を 行いま す。  

２ ） 前年同様の販売方法（ 一部学科学年の必修科目はＷｅ ｂ 注文・ 発送、 左記以外は

購買店頭で受付し て食堂と なり ミ ーティ ン グコ ーナーでお渡し ） の踏襲を 計画し

ま す。  

（ ６ ） 卒業式衣装（ はかま ） レ ン タ ル 

１ ） 提携２ 社（ アン ジュ 社・ マルキチ社） での提案を 継続し 、 5 0 人を 目標と し ま す。  

  （ 2 0 2 4 年度： 3 2 名（ アン ジュ 社2 4 名・ マルキチ社8 名））  

２ ） 学内相談会を ６ 月ま たは７ 月と 、 1 0 月に計画し ま す。  

３ ） ２ 社のパン フ レ ッ ト Ｄ Ｍを 、 ５ 月に４ 年生・ 短大２ 年生の女性組合員向けに発送

し ま す。  
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 ４ ． 営業計画 

（ １ ） 大学の授業日程表（ 学年歴） に対応し て、 食堂・ 店舗の営業を 行いま す。  

１ ） 食堂カフ ェ テリ ア 

大学の授業・ 定期試験がある 日 1 1 :0 0 -1 3 :3 0 （ 1 3 :3 0 ラ ス ト オーダー）  

２ ） 購買 S HOP S OZO 

大学の授業・ 定期試験がある 日 1 0 :0 0 -1 7 :0 0  

夏休み・ 春休みなど の長期休暇期間の平日 1 1 :0 0 -1 3 :0 0  

 

（ ２ ） オープン キャ ン パス ・ キャ ン パス ス タ ート Da y など 、 大学行事日における 生協食堂・

店舗の営業要請に、 でき る 限り お応えし ま す。  

 

（ ３ ） 継続的な運営のために、 費用面で大学から のご 協力を いただき ま す。  

１ ） 生協の事業運営に関わる 大学施設借用（ 食堂厨房・ 購買S HOP S OZO・ 教科書販

売用の物品保管整理場所・ 卒業式はかま レ ン タ ルの展示会会場と 当日着付け場所

など ） は、 2 0 2 4 年度に引き 続き 、 無償にて大学から ご 協力を いただき ま す。  

２ ） 水光熱費について、2 0 2 4 年度に引き 続き 、大学に半額補助いただき 半額を 生協に

て負担し ま す。  

 

５ ． 2 0 2 5 年度事業経営 損益計画 

（ １ ） 主要数値のみ（ 設立時計画は2 0 2 5 年度分の計画値）  

 

 

 次ページに、 主要分類別の供給高予算およ び前年度実績と 、 当年度予算と 前年度実績と の

差を 掲載し ま す。  

 次々ページに、 損益予算およ び前年度実績と 、 当年度当年度予算と 前年度実績と の差、 お

よ び、 参考と し て、 生協創立総会（ 2 0 2 3 年1 0 月） 時の2 0 2 3 年度から 2 0 2 5 年度ま での損益

計画案を 掲載し ま す。  

2 0 2 5 年度

予算

2 0 2 4 年度

実績との差

2 0 2 4 年度

実績

創立総会

時

計画との差

創立総会時

2 0 2 5 年度

計画

単位：万円 （ １） （ １） -（ ２） （ ２） （ １） -（ ３） （ ３）

食堂・購買のご利用額 A 供給高 1 2 ,6 0 0 1 ,6 2 2 1 0 ,9 7 8 2 ,1 0 0 1 0 ,5 0 0

A-書籍値引額 B 純供給高 1 2 ,2 3 9 1 ,5 3 5 1 0 ,7 0 4 1 ,9 0 7 1 0 ,3 3 3

B-食材・商品の仕入代金 C 供給剰余高 2 ,0 1 0 3 2 0 1 ,6 9 0 1 0 0 1 ,9 1 1

共済手数料など D 手数料収入 2 8 1 3 3 2 4 8 1 7 9 1 0 2

C+ E　事業運営の元手 E 事業総剰余金 2 ,2 9 1 3 5 3 1 ,9 3 8 2 7 9 2 ,0 1 2

G+ H　運営にかかる費用の合計 F 事業経費計 2 ,3 9 5 6 6 2 ,3 2 9 3 0 7 2 ,0 8 8

パートスタッフの給与など G う ち人件費 1 ,3 2 6 3 1 9 1 ,0 0 7 5 7 7 7 4 9

消耗品・水光熱・運営委託などの費用 H う ち物件費 1 ,0 6 9 ▲ 2 5 3 1 ,3 2 2 ▲ 2 7 0 1 ,3 3 9

E-F　通常の事業での損益 I 事業剰余金 ▲ 1 0 4 2 8 7 ▲ 3 9 1 ▲ 2 8 ▲ 7 6

I+ 事業外収益（ 受取利息や雑損失など） J 経常剰余金 ▲ 1 0 0 2 4 6 ▲ 3 4 6 ▲ 2 4 ▲ 7 6

J + 特別収益（ 特別な出来事での収支） K 税引前当期剰余金 ▲ 1 0 0 4 1 ▲ 1 4 1 ▲ 2 4 ▲ 7 6

K-法人税支払額 L 当期剰余金 ▲ 1 1 8 4 2 ▲ 1 6 0 ▲ 3 0 ▲ 8 8

L+ 前年度繰越剰余金 M 累積剰余金 ▲ 2 7 9 ▲ 1 1 8 ▲ 1 6 1 1 9 0 ▲ 4 6 9
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（ ２ ） 主要分類別の供給高予算およ び前年度実績と 、 当年度予算と 前年度実績と の差 

    

 

  

豊橋創造大学生協　２０２５年度　供給高予算（案）

2025年度 25予算-24実績 2024年度 2024年度

生協計 単位：千円 予算 差 実績 予算

01分類 文具 2,225 ▲ 218 2,443 4,660

02分類 情報機器 23,325 152 23,173 19,240

03分類 ＰＣソフト 0 ▲ 303 303 500

04分類 衣料・スポーツ 0 ▲ 8 8 0

05分類 ＡＶ・家電・家具 0 ▲ 26 26 50

06分類 日用雑貨 150 ▲ 23 173 200

07分類 ※食品・菓子 3,990 113 3,877 1,875

08分類 ※パン・米飯 3,800 330 3,470 2,050

09分類 ※飲料・デザート 3,350 317 3,033 2,750

11分類 コピー 0 ▲ 63 63 0

17分類 物販その他（内外） 250 130 120 0

25分類 プリペイドギフトＣ 405 ▲ 21 426 300

26分類 酒・医薬品等 0 ▲ 6 6 0

27分類 ※物販その他（内外） 0 ▲ 196 196 0

30分類 自動車教習所 36,600 10,490 26,110 15,000

36分類 ＳＶその他（内外） 2,440 2,440 0 0

62分類 メニュー 14,000 3,183 10,817 9,240

84分類 スタディガイド（内内 0 ▲ 6 6 0

87分類 自主講座・就活（内内 400 129 271 800

89分類 書籍総合 35,065 ▲ 186 35,251 40,000

店舗合計 126,000 16,228 109,772 96,765

うち購買合計 112,000 13,045 98,955 87,525

うち食堂合計 14,000 3,183 10,817 9,240
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（ ３ ） 2 0 2 5 年度損益予算 およ び前年度実績と の差 なら びに設立時計画と の差 

 

以 上 

豊橋創造大学生協 ２０２５年度　損益予算（案） 参考

生協合計 2025年度 25予算－ 25予算- 2025年度予算 2024年度 2024年度 2024年度予算 2023年度予算

単位：千円 予算 24実績差 設立時計画差 設立時計画 実績 予算 設立時計画 設立時計画

供給高 126,000 16,225 109,775 96,765

供給値引 3,606 872 2,734 3,200

純供給高 122,394 15,353 19,069 103,325 107,041 93,565 97,980 0

供給剰余金 20,105 3,204 1,000 19,105 16,901 13,675 17,302 0

共済受託手数料収入 1,520 429 604 916 1,091 545 545 0

供給事業手数料収入 30 ▲ 7 30 0 37 0 0 0

その他手数料収入 1,260 ▲ 42 1,160 100 1,302 100 100 0

その他事業収入計 2,810 381 1,794 1,016 2,429 645 645 0

事業総剰余金 22,915 3,585 2,794 20,121 19,330 14,320 17,947 0

役員報酬 0 0 0 0 0 0 0 0

職員給与 4,200 3,600 3,600 600 600 600 600 0

定時職員給与 8,870 ▲ 347 2,177 6,693 9,217 6,872 6,582 720

法定福利費 10 5 ▲ 74 84 5 84 84 70

厚生費 180 ▲ 72 65 115 252 115 115 120

人件費合計 13,260 3,186 5,768 7,492 10,074 7,671 7,381 910

教育文化費 50 50 50 0 0 0 0 0

広報費 1,050 100 ▲ 2,380 3,430 950 3,430 3,430 100

消耗品費 1,199 ▲ 2,109 349 850 3,308 900 900 2,700

物流費 1,000 226 1,000 0 774 0 0 150

車両運搬費 0 0 0 0 0 0 0 0

貸倒引当金繰入 0 52 0 0 ▲ 52 0 0 0

ポイント引当金繰入 0 ▲ 57 0 0 57 0 0 0

施設維持管理費 879 ▲ 298 329 550 1,177 550 550 0

減価償却費 707 ▲ 328 ▲ 181 888 1,035 1,332 1,332 0

賃借料 96 16 ▲ 174 270 80 270 270 0

水道光熱費 1,200 401 200 1,000 799 1,000 1,000 0

保険料 115 55 35 80 60 80 80 0

委託料 2,554 ▲ 1,796 ▲ 1,426 3,980 4,350 1,580 1,580 0

研修採用費 0 ▲ 73 0 0 73 140 140 100

調査研究費 12 1 12 0 11 0 0 0

会議費 45 ▲ 5 25 20 50 20 20 50

諸会費 232 137 ▲ 38 270 95 270 270 0

渉外費 0 0 0 0 0 0 0 0

租税公課 2 ▲ 5 2 0 7 0 0 0

通信交通費 293 ▲ 127 ▲ 257 550 420 450 450 0

雑費 4 ▲ 16 4 0 20 0 0 0

事業連合委託費 1,256 1,256 ▲ 244 1,500 0 0 0 0

物件費合計 10,694 ▲ 2,522 ▲ 2,694 13,388 13,216 10,022 10,022 3,100

事業経費合計 23,954 664 3,074 20,880 23,290 17,693 17,403 4,010

事業剰余金 ▲ 1,039 2,920 ▲ 280 ▲ 759 ▲ 3,959 ▲ 3,373 544 ▲ 4,010

受取利息 12 3 12 0 9 0 0 0

雑収入 27 ▲ 413 27 0 440 0 0 0

事業外収益 39 ▲ 410 39 0 450 0 0 0

雑損失 0 ▲ 0 0 0 0 0 0 0

事業外費用 0 ▲ 0 0 0 0 0 0 0

経常剰余金 ▲ 1,000 2,510 ▲ 241 ▲ 759 ▲ 3,510 ▲ 3,373 544 ▲ 4,010

特別利益 0 ▲ 2,045 0 0 2,045 0 0 0

特別損失 0 0 0 0 0 0 0 0

税引前当期剰余金 ▲ 1,000 465 ▲ 241 ▲ 759 ▲ 1,465 ▲ 3,373 544 ▲ 4,010

法人税等 50 ▲ 133 ▲ 70 120 183 0 225 120

当期剰余金 ▲ 1,050 597 ▲ 171 ▲ 879 ▲ 1,647 ▲ 3,373 319 ▲ 4,130

当期首繰越剰余金 ▲ 1,666 ▲ 1,647 2,145 ▲ 3,811 ▲ 19 0 ▲ 4,130 0

当期未処分剰余金 ▲ 2,715 ▲ 1,050 1,975 ▲ 4,690 ▲ 1,666 ▲ 3,373 ▲ 3,811 ▲ 4,130

純供給高供給剰余率 16.4% 0.6% ▲2.1% 18.5% 15.8% 14.6% 17.7%
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第３号議案 

監事監査規則改定承認の件 

 

＜こ の議案で決める こ と ＞ 

生協の役員である 「 監事」 の役割と し て、 会計が正し く 行われている か、 理事の職務が法令や

当生協の定款（ ていかん） や諸規約・ 諸規則にも と づいて行われている かを 点検し ていま す。 そ

の点検のこ と を 「 監査」 と 言いま す。  

 

 監事によ る 監査のルールである「 監事監査規則」 は、「 監事会」 で決めて、 決めた内容を「 総代

会」 で承認する 、 と いう こ と が、 当生協の定款（ ていかん） にて定めら れていま す。  

 こ れま での「 監事監査規則」 を 、 当生協が加盟する 「 全国大学生協連合会」 から 提供を 受けた

「 最新のモデル監事監査規則」 と 照ら し 合わせたと こ ろ 、 一致し ていない条文が多数あり ま し た

ため、 2 0 2 5 年 4 月 1 8 日(金) に開催さ れた生協監事会にて、「 最新のモデル監事監査規則」 に準

じ て、 全面的に改定し ま し た。  

 

【 １ 】 監事会が改定し た「 監事監査規則」 について承認し ま す。  

 

※ 本議案について、本旨に反しない範囲での字句の修正を理事会に一任します。 

 

 この下から、改定後の監事監査規則を掲載します。 

 

 

豊橋創造大学生活協同組合 監事監査規則 

 

第１ 章 総則 

 

（ 目的）  

第１ 条 こ の規則は、 法令及び定款の規定に基づき 、 豊橋創造大学生活協同組合( 以下「 組合」 と い

う 。 )の監事の監査に関する 基本事項を 定める も のである 。  

 

（ 監事の責務）  

第２ 条 監事は、 組合員の負託を 受けた独立の機関と し て理事の職務の執行を 監査する こ と によ り 、

持続的な発展を 可能と する 組合の健全な運営と 社会的信頼に応える ガバナン ス を 確立す

る 責務を 負う 。  

 

（ 監事の職務）  

第３ 条 前条の責務を 果たすため、 監事は、 理事会その他重要な会議への出席、 理事及び職員等か

ら 受領し た報告内容の検証、 組合の業務及び財産の状況に関する 調査等を 行い、 理事又は
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職員等に対する 助言又は勧告等の意見の表明、 理事の行為の差止めなど 、 必要な措置を 適

時に講じ なければなら ない。  

 

(監事の心構え)  

第４ 条 監事は、 独立の立場の保持に努める と と も に、 法令及び定款並びにこ の規則を 遵守し 、 組

合及び組合員、 その他の利害関係者のために常に公正不偏な態度を も っ て、 その職務を 執

行し なければなら ない。  

２  監事は、 職務上知り 得た重要な情報を 、 他の監事と 共有する よ う 努めなければなら ない。 

３  監事は、 その職務の遂行上知り 得た情報の秘密保持に十分注意し なければなら ない。  

 

（ 監事会の設置）  

第５ 条 監事は、 監査に関する 相互の情報の共有、 意見の調整及び必要な事項を 審議又は決定する

ために監事会を 置く 。 ただし 、 監事会は、 各監事の権限の行使を 妨げる こ と はでき ない。 

 

第２ 章 監事の職務 

 

（ 理事会他重要な会議への出席）  

第６ 条 監事は、 理事会に出席し 、 必要に応じ 報告を 行い、 又は意見を 述べなければなら ない。  

２  監事は、 前項以外の重要な会議に出席し 、 必要に応じ 報告を 行い、 又は意見を 述べる こ と

ができ る 。  

 

（ 監査方針及び監査計画等）  

第７ 条 監事は、 内部統制シス テム の構築・ 運用の状況にも 留意し て、 重要性、 適時性その他必要

な要素を 考慮し て監査方針を 立てた上で、 監査対象、 監査の方法及び実施時期を 監査計画

と し て適切に選定し 作成する よ う 努める も のと する 。  

２  監査方針及び監査計画を 作成し た場合、 監事は代表理事及び理事会に説明する も のと する 。 

 

（ 監事監査の実効性を 確保する 体制）  

第８ 条 監事は、 監査の実効性を 高め、 かつ、 監査職務を 円滑に執行する ための体制の確保に努め

なければなら ない。  

２  前項の体制を 確保する ため、 監事が必要と 考えたと き は、 理事又は理事会に対し て、 次に

掲げる 事項に関する 必要な協力を 要請する も のと する 。  

( 1 )  監事の職務及び監事会の事務を 補助すべき 職員（ 以下「 監事ス タ ッ フ 」 と いう 。） に

関する 事項 

( 2 )  監事ス タ ッ フ の理事から の独立性に関する 事項 

( 3 )  理事及び職員が監事に報告を する ための体制その他の監事への報告に関する 体制 

( 4 )  その他監事の監査が実効的に行われる こ と を 確保する ための体制 

 

（ 総代会提出議案・ 書類等の調査）  

第９ 条 監事は、 生協法第 3 0 条の３ 第３ 項において準用する 会社法第 3 8 4 条の定める と こ ろ に
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よ り 、 理事が総代会に提出し よ う と する 議案、 書類、 電磁的記録その他の資料を 調査し な

ければなら ない。  

２  前項の調査によ り 、 法令若し く は定款に違反し 、 又は著し く 不当な事項がある と 認める と

き は、 その調査の結果を 総代会に報告し なければなら ない。  

 

（ 監査費用）  

第 1 0 条 監事は、 その職務執行のために必要と 認める 費用について、 組合に請求する こ と ができ

る 。 組合は、 その費用が監事の職務執行に必要でないこ と を 証明し た場合を 除いて、 こ

れを 拒むこ と ができ ない。  

２  監事は、 あら かじ め監査費用の予算を 計上する よ う 努める と と も に、 その支出に当たっ

ては、 効率性およ び適正性に留意し なければなら ない。  

 

（ 過半数同意事項）  

第 1 1 条 次に掲げる 事項の決定は、 監事の過半数の同意によ っ て行う 。 ただし 、 各監事の権限の

行使を 妨げない。  

( 1 )  第７ 条に定める 監査方針、 監査計画 

( 2 )  第８ 条第２ 項に定める 監査の実効性の確保に関する 理事又は理事会への協力の要 

請の内容 

( 3 )  第 1 0 条第２ 項に定める 監査費用の予算 

( 4 )  監事によ る 総代会の招集に関する 事項 

( 5 )  監事ス タ ッ フ の人事に関する 事項の同意 

( 6 )  監査についての規則等の設定、 変更又は廃止 

( 7 )  監査に関する 基準の設定、 変更又は廃止 

( 8 )  特定監事及び監事会議長の互選 

 

（ 全員同意事項）  

第 1 2 条 次に掲げる 事項の決定は、 監事全員の同意を 得なければなら ない。  

( 1 )  理事の責任の一部免除に関する 議案を 総代会に提出する こ と に対する 同意 

( 2 )  組合員によ る 役員の責任を 追及する 訴えにおいて、 組合が被告理事側に補助参加す

る こ と に対する 同意 

( 3 )  組合員によ る 役員の責任を 追及する 訴えにおいて、 裁判所から 通知さ れた和解内容

の承認 

( 4 )  各監事の報酬 

 

（ 監事会に対する 報告事項）  

第 1 3 条 監事は、 次に掲げる 事項を 監事会に報告する も のと する 。  

( 1 )  理事、 内部監査部門等の職員その他のも のから の重要な報告 

( 2 )  監事自ら の職務の執行の状況 

 

第３ 章 監事会 
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（ 監事会の構成）  

第 1 4 条 監事会は監事全員を も っ て構成する 。  

 

（ 監事会の職務）  

第 1 5 条 監事会は次に掲げる 職務を 行う 。  

( 1 )  監事の職務の遂行に関する 重要な 事項について の協議（ 監査報告に関する 協議を  

含む）  

( 2 )  監事によ る 監査権限の行使に関し な い事項であ っ て 監事の合議によ り 決すべき も  

のの決定 

 

（ 議長）  

第 1 6 条 監事会議長（ 以下「 議長」 と いう 。） は、 監事の中から 互選する 。  

２  議長は、 監事会の委嘱を 受けた次の事務を 遂行する 。 ただし 、 議長は、 各監事の権限の

行使を 妨げる こ と はでき ない。  

( 1 )  監事会の議題設定、 意見調整 

( 2 )  監事ス タ ッ フ の指揮 

( 3 )  その他、 こ の規則に定める 役割 

 

（ 特定監事の選任等）  

第 1 7 条 監事は、 次に掲げる 職務を 行う 監事（ 以下「 特定監事」 と いう 。） を 互選する 。  

( 1 )  各監事が受領すべき 決算関係書類及び事業報告書並びにこ れら の附属明細書を 理 

事から 受領し 、 それら を 他の監事に対し 送付する こ と  

( 2 )  監事の監査報告の内容を 特定理事に対し 通知する こ と  

( 3 )  消費生活協同組合法第 3 1 条の９ 第５ 項、 同法施行規則第 1 3 3 条第１ 項を 踏ま え、

前各号の日程について特定理事と 合意する こ と  

２  組合に常勤の監事を おく と き は、 常勤の監事が特定監事を 務める も のと する 。 ただし 、

常勤の監事は、 各監事の権限の行使を 妨げる こ と はでき ない。  

 

（ 開催）  

第 1 8 条 監事会は、 １ 年に２ 回以上開催する 。  

 

（ 招集者）  

第 1 9 条 監事会は、 議長が招集し 運営する 。 ただし 、 各監事が招集し 運営する こ と を 妨げない。 

 

 

（ 招集手続き ）  

第 2 0 条 監事会を 招集する には、 監事会の日の 1 週間前ま でに、 各監事に対し てその通知を 発す

る 。 ただし 、 緊急の必要がある 場合は、 こ の期間を 短縮する こ と ができ る 。  

２  監事会は、 監事の全員の同意がある と き は、 招集の手続を 経る こ と なく 開催する こ と が
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でき る 。  

 

（ 監事会における 協議）  

第 2 1 条 第 1 5 条第１ 号に定める 重要な事項のう ち主要なも のは、 こ の規則において別に定める

も ののほか、 次に各号に掲げる 事項と する 。  

( 1 )  組合員よ り 総代会前に通知さ れた監事に関する 質問についての説明、 その他総代会

における 説明に関する 事項 

( 2 )  理事会に対する 報告及び理事会の招集請求等に関する 事項 

( 3 )  総代会提出の議案及び書類その他のも のに関する 調査結果に関する 事項 

( 4 )  理事によ る 組合の目的の範囲外の行為その他法令又は定款違反行為に対する 差し 止

め請求に関する 事項 

( 5 )  監事の辞任及び報酬等に関する 総代会での意見陳述に関する 事項 

( 6 )  組合と 理事（ 理事であっ た者を 含む） 間の訴訟に関する 事項、 その他訴訟への対応

に関する 事項 

 

（ 報告に対する 措置）  

第 2 2 条 監事会は、 次に掲げる 報告を 受けた場合には、 必要に応じ 、 適切な対処方針等について

十分な協議を 行う 。  

( 1 )  組合に著し い損害を 及ぼすおそれのある 事実を 発見し た旨の理事から の報告 

( 2 )  あら かじ め理事と 協議し て定めた事項についての理事又は職員から の報告 

 

（ 議事録）  

第 2 3 条 監事は、次に掲げる 事項を 内容と する 監事会の議事録を 作成する よ う 努める も のと する 。 

( 1 )  開催の日時、 場所及び出席し た監事の氏名 

( 2 )  議事の経過の要領及びその結果 

( 3 )  第 2 1 条各号及び前条各号によ り 監事会において述べら れた意見又は発言があ る  

と き は、 その意見又は発言の内容の概要 

( 4 )  監事会に出席し た理事の氏名 

( 5 )  監事会の議長の氏名 

２  監事が前項の議事録を 作成し たと き は、その議事録を 1 0 年間主たる 事務所に備え置く 。 

 

第４ 章 監査業務 

 

（ 理事の職務の執行の監査）  

第 2 4 条 監事は、 理事の職務の執行を 監査する 。  

２  前項の職責を 果たすため、 監事は、 次の職務を 行う 。  

( 1 )  監事は、 理事会決議その他における 理事の意思決定の状況及び理事会の監督義務の

履行状況を 監視し 検証する 。  

( 2 )  監事は、理事が内部統制シス テム を 適切に構築・ 運用し ている かを 監視し 検証する 。  

( 3 )  監事は、 理事が組合の目的外の行為その他法令も し く は定款に違反する 行為を し 、
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又はする おそれがある と 認めたと き 、 組合に著し い損害又は重大な事故等を 招く お

それがあ る 事実を 認めたと き 、 組合の業務に著し く 不当な事実を 認めたと き は、 理

事に対し て助言又は勧告を 行う など 、 必要な措置を 講じ る 。  

( 4 )  監事は、 理事から 組合に著し い損害が発生する おそれがある 旨の報告を 受けた場合

には、 必要な調査を 行い、 理事に対し て助言又は勧告を 行う など 、 状況に応じ 適切

な措置を 講じ る 。  

３  監事は、 前項に定める 事項に関し 、 必要がある と 認めたと き は、 理事会の招集又は理事

の行為の差止めを 求めなければなら ない。  

４  監事は、 理事の職務の執行に関し て不正の行為又は法令も し く は定款に違反する 重大な

事実がある と 認めたと き は、 その事実を 監査報告に記載する 。 その他、 組合員に対する

説明責任を 果たす観点から 適切と 考えら れる 事項があれば監査報告に記載する 。  

 

（ 会計監査）  

第 2 5 条 監事は、 決算関係書類及びその附属明細書が組合の財産及び損益の状況を 適正に表示し

ている かど う かについての意見を 形成する ために、 事業年度を 通じ て、 理事の職務の執

行を 監視し 検証する と と も に、 組合の資産・ 負債・ 純資産の状況及び収益・ 費用の状況

について監査する 。  

 

（ 代表理事と の定期的会合）  

第 2 6 条 監事又は監事会は、 代表理事と 定期的に会合を 持ち、 代表理事の経営方針を 確かめる と

と も に、 組合が対処すべき 課題、 監事監査の環境整備の状況、 監査の重要課題等につい

て意見交換を 行い、 併せて必要と 判断さ れる 要請を 行う など 、 代表理事と の相互認識を

深める よ う 努める 。  

 

（ 監査の手続き ）  

第 2 7 条 監事が監査を 実施する と き は、 実施日時、 目的、 対象を 明ら かにし て代表理事に通知す

る も のと する 。 ただし 、 監査の内容によ り 、 特に通知する 必要を 認めない場合はこ の限

り でない。  

2  監事は、 理事に対し て監査のために必要と する 諸資料の提出を 求める こ と ができ る 。 ま

た、 必要に応じ て関係者に報告を 求める こ と ができ る 。  

 

（ 内部監査部門等と の連係）  

第 2 8 条 事業連合・ 各種内部監査・ 組合が提携する 会計の専門家等が内部監査・ 会計に関する 助

言等を 行っ ている と き は、 監事は、 それら と 緊密な連係を 保ち、 積極的に情報交換を 行

い、 効率的な監査を 実施する よ う 努める も のと する 。  

２  監事は、 事業連合・ 各種内部監査・ 組合が提携する 会計の専門家等の行う 監査・ 会計指

導等の計画書及び報告書等の提出を 求める こ と ができ る 。  

 

（ 子会社等の調査）  

第 2 9 条 組合に子会社等がある と き は、 監事は、 理事及び職員等から 、 子会社等の管理の状況に
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ついて報告又は説明を 受け、 関係書類を 閲覧する 。  

２  監事は、 その職務の執行にあたり 、 子会社等の監査役、 内部監査部門等と 積極的に意思疎

通及び情報の交換を 図る よ う に努めなければなら ない。  

３  監事は、 その職務を 行う ため必要がある と き は、 子会社等に対し 事業の報告を 求め、 又は

その業務及び財産の状況を 調査し なければなら ない。  

 

（ 事業連合の調査）  

第 3 0 条 監事は、 理事及び職員等から 、 事業連合に委託し た業務の遂行状況について報告又は説

明を 受け、 関係書類を 閲覧する 。  

２  監事は、 その職務を 行う ため必要がある と き は、 事業連合に対し 事業の報告を 求め、 又

はその業務及び財産の状況を 調査し なければなら ない。  

 

（ 代表理事及び理事会への報告）  

第 3 1 条 監事は、監査の実施状況と その結果について、定期的に代表理事及び理事会に報告する 。  

２  監事は、 その期の重点監査項目に関する 監査及び特別に実施し た調査等がある と き は、

その経過及び結果を 代表理事及び理事会に報告し 、 必要がある と 認めたと き は、 助言又

は勧告を 行う ほか、 状況に応じ 適切な措置を 講じ なければなら ない。  

 

（ 監査報告の作成・ 通知）  

第 3 2 条 監事は、 決算関係書類及び事業報告書並びにこ れら の附属明細書を 監査し て、 監査結果

を 書面ま たは口頭で監事会に報告する 。  

２  監事は、 監査結果を 監事会に報告する にあたり 、 理事の法令又は定款違反行為及び後発

事象の有無等を 確認し たう え、 監事会に報告すべき 事項がある かを 検討する 。  

３  監事は、 監事の報告し た監査結果に基づき 、 監事会において審議のう え、 監査意見の一

致が図れた場合は監事連名の監査報告書を 作成する こ と ができ る 。 一致が図れなかっ た

場合は、 各監事において監査報告書を 作成する 。 ま た、 監査報告書には、 作成期日を 記

載し 、 作成し た監事が署名又は記名押印する 。  

４  特定監事は、 決算関係書類及び事業報告書並びにこ れら の附属明細書に係る 監査報告の

内容を 特定理事に通知する 。  

５  前項において、 特定監事は、 監査報告の内容を 、 決算関係書類及び事業報告書の全部を

受領し た日から 4 週間を 経過し た日ま でに特定理事に通知でき ない場合には、 特定理事

と の間で通知すべき 日を 伸長する 合意を する こ と ができ る 。  

 

第５ 章 その他 

 

（ 規則の改廃）  

第 3 3 条 こ の規則の改廃は、 監事の過半数の同意によ り 行い、 総代会の承認を 得る も のと する 。 

 

（ 施行期日）  

１  こ の規則は、 2 0 2 5 年 4 月 1 8 日から 施行する 。  
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第４号議案 

役員報酬決定の件 

 

＜こ の議案で決める こ と ＞ 

 下記本文の通り 、 生協の役員（ 理事・ 監事） の１ 年間の報酬を 決定し ま す。  

 

役員の年間報酬について、 下記の総額の範囲で理事会が定める 役員報酬規則にも と づいて支給

する こ と 、 およ び、 各役員の報酬額・ 支給方法等については、 理事に関し ては理事会に、 監事に

関し ては監事の協議に委ねる こ と を 決定し ま す。  

 

（ １ ） 理事1 3 名の報酬 なし （ ０ 円）   

（ ２ ） 監事3 名の報酬 なし （ ０ 円）  

 

こ の金額は前年度の通常総代会にて議決し た金額と 同一です。  

 

※ 本議案について、本旨に反しない範囲での字句の修正を理事会に一任します。 
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役員選挙の件 

２ ０ ２ ５ 年 ５ 月２ ８ 日 

豊橋創造大学生活協同組合 役員選挙管理委員会 

委員長   大 苗 昌 久 

 

豊橋創造大学生活協同組合の定款第１ ９ 条およ び役員選挙規約に定める と こ ろ によ り 、 本総代会に

おいて役員選挙を 行いま す。  

2 0 2 5 年度の理事・ 監事の定数は下記の通り です。  

  理 事  定数 １ ３ 名 

  監 事  定数  ３ 名 

 

役員候補者一覧（ ４ 月１ 日役員選挙公示・ ４ 月２ １ 日立候補届出締切）  

下記の候補者全員が、 生協理事会によ る 推薦者です。  

 

役職 氏名（ 敬称略）  所属 2 0 2 4 年度生協役職 

理事 矢 島 明 彦  短期大学部 キャ リ アプラ ン ニン グ科 准教授    （ 新任） 役職なし  

理事 三 輪 多恵子  経営学科 教授 理事（ 非常勤）  

理事 藤 井 徹 也  看護学科 教授 理事（ 非常勤）  

理事 葛 谷 潔 昭  短期大学部 幼児教育・ 保育科 准教授 理事（ 非常勤）  

理事 吉 原 郁 仁  事務局 事務局長 理事（ 非常勤）  

理事 佐々木  令  事務局 総務部長 理事（ 非常勤）  

理事 平 松 靖一郎  事務局 渉外部長 理事（ 非常勤）  

理事 遠 山 直 人  事務局 教学部長 理事（ 非常勤）  

理事 木 藤 政 美  事務局 教学部 学生課長 専務理事（ 非常勤）  

理事 松 井 祐 斗  学生  経営学科 ３ 年 理事（ 非常勤）  

理事 添 田 陽 菜  学生  看護学科 ２ 年 （ 新任） 役職なし  

理事 松 島   恵  学生  理学療法学科 3 年 （ 新任） 役職なし  

理事 清 水 友 彦  生協職員 愛知大学生協専務理事を 兼務 代表理事（ 非常勤）  

監事 富 安 奈 々  事務局 総務部 庶務課長 特定監事 

監事 綱 島   剛  事務局 渉外部 次長 監事 

監事 伊 藤 康 裕  事務局 総務部 学術研究支援室長 監事 

 

理事・ 監事と も に定数内の立候補のため、 役員選挙規約第１ ２ 条に定める と おり 、 本総代会にて、

無記名連記制によ る 信任投票を 行いま す。 投票は総代１ 人につき １ 票と し ま す。 役員選挙規約１ ３

条２ に定める 通り 、 総代会に出席（ 書面投票を 含む） し た総代の過半数の信任を 得た者を 当選者と

し ま す。  

 

                         以 上 
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